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	製品名: キニノーゲン1（13J10）ウサギモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMRe13024
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	(1) キニノーゲンはチオールプロテアーゼの阻害剤である。 (2) HMW-キニノーゲンは、プレカリクレインおよび第XI因子を第XII因子の次に最適に配置することで、血液凝固に重要な役割を果たしている。 (3) HMW-キニノーゲンは、トロンビンおよびプラスミンによる血小板凝集を阻害する。 (1) キニノーゲンはチオールプロテアーゼの阻害剤である。 (2) HMW-キニノーゲンは、プレカリクレインおよび第XI因子を第XII因子の次に最適に配置することで、血液凝固に重要な役割を果たしている。 (3) HMW-キニノーゲンは、トロンビンおよびプラスミンによる血小板凝集を阻害する。 (4) HMWキニノーゲンから遊離される活性ペプチドであるブラジキニンは、さまざまな生理作用を示す：(4A)平滑筋収縮への影響、(4B)低血圧の誘発、(4C)ナトリウム利尿および利尿、(4D)血糖値の低下、(4E)炎症のメディエーターであり、(4E1)血管透過性の増加、(4E2)痛覚受容体の刺激、(4E3)その他の炎症メディエーター（例：プロスタグランジン）の遊離を引き起こす、(4F)心臓保護作用がある（直接的にはブラジキニン作用を介して、間接的には内皮由来弛緩因子作用を介して）。(5) LMWキニノーゲンは血小板凝集を阻害する。(6) LMWキニノーゲンは、HMWキニノーゲンとは対照的に血液凝固に関与しない。
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	ヒト血小板溶解物中のキニノーゲン 1 発現のウェスタン ブロット分析。

